
読
者
の
お
便
り
か
ら

0
こ
の
度
『
同
志
社
時
報
が
よ
り
手
軽
に

講
読
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
期
待
し
て
い
ま
す

将
来
的
に
は
O
B
、
現
役
関
係
者
の
み
な
ら

ず
、
広
く
世
の
中
に
普
及
す
る
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

各
大
学
と
も
生
き
残
り
に
必
死
な
よ
う
で
す

゛
.
、
か
、
時
報
の
よ
う
な
「
発
信
す
る
ソ
フ
ト
」
を

地
道
に
広
め
て
い
く
こ
と
も
大
切
な
要
素
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
 
H
P
と
は
味
違
う
伝
達
手

段
と
し
て
、
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
う

ば
か
り
で
す

て
い
て
は
、
で
き
る
訳
が
な
い

是
非
、
こ
う
し
た
「
学
生
の
背
中
を
押
し
て
」

前
向
き
に
す
る
教
育
(
環
境
)
を
広
げ
て
い
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

(
長
野
県
・
間
瀬
敏
彦
)

0
同
志
社
時
報
1
1
8
号
の
記
事
の
中
で
、
座

談
会
「
同
志
社
と
社
会
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ヨ

ン
」
を
興
味
深
く
読
み
ま
し
た
。
中
で
も
、
エ

学
部
の
三
木
教
授
が
言
わ
れ
て
い
る
「
学
生
の

背
中
を
押
し
て
や
る
」
ス
タ
ン
ス
は
、
非
常
に

良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ス
ポ
ー
ツ
で

も
仕
事
で
も
「
気
持
ち
」
の
占
め
る
ウ
エ
イ
ト

は
大
き
く
、
や
る
前
か
ら
「
ダ
メ
だ
」
と
思
っ

0
昨
年
Ⅱ
月
7
日
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に

参
加
し
て
、
当
誌
を
い
た
だ
き
、
種
々
興
味
を

持
っ
て
読
み
ま
し
た
。
今
後
の
母
校
の
様
子
を

知
り
た
く
て
、
次
号
よ
り
の
継
続
講
読
を
希
望

い
た
し
ま
す
。

な
お
、
格
付
け
の
<
玄
+
>
取
得
は
O
B

の
人
と
し
て
も
喜
ば
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

益
々
の
こ
努
力
を
乞
い
ま
す
。

(
愛
知
県
・
八
塚
義
包
)

(
大
阪
府
・
細
見
康
裕
)

0
 
「
新
島
襄
の
言
葉
」
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
長
寿
の
故
結
婚
式
な
ど
の
ス
ピ
ー
チ
を

さ
せ
ら
れ
ま
す
が
、
紹
介
さ
れ
た
先
生
の
言
葉

を
例
に
人
格
形
成
、
人
間
性
を
話
し
て
お
り
ま

す
。

(
山
口
県
・
内
田
哲
郎
)

0
学
生
時
代
か
ら
卯
年
、
『
同
志
社
時
報
』
を

愛
読
し
て
い
ま
す
。
新
島
襄
先
生
、
同
志
社
の

歴
史
や
伝
統
を
学
ぴ
、
恩
師
の
消
息
を
知
ら
せ

て
く
れ
ま
し
た

同
志
社
を
卒
業
し
て
託
年
、
大
阪
市
役
所
で

社
会
教
育
主
事
と
し
て
「
生
涯
学
習
」
に
従
事

し
、
定
年
を
迎
え
て
、
近
代
日
本
史
の
研
究
を

再
開
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
誌
面
を
一
層
充

実
さ
れ
、
母
校
と
校
友
の
パ
イ
プ
役
を
お
願
い

し
ま
す

(
京
都
府
・
服
部
泰
夫
)

0
定
年
退
職
し
た
か
つ
て
の
職
場
の
同
期
、
昭

和
一
桁
生
ま
れ
約
W
人
の
仲
間
と
2
力
月
に
一

度
「
飲
み
食
い
語
る
会
」
を
持
っ
て
い
る
。

先
般
の
会
合
で
は
、
熊
本
出
身
の
石
光
真
清

の
手
記
四
部
作
品
に
話
が
及
ん
だ
。
彼
の
手
記

一
巻
目
「
城
下
の
人
」
に
は
、
従
兄
の
浮
田
和

民
、
下
村
孝
太
郎
な
ど
の
熊
本
バ
ン
ド
や
同
志

社
病
院
が
断
片
的
に
登
場
す
る
。
次
回
は
私
に

熊
本
バ
ン
ド
の
話
が
託
さ
れ
、
資
料
を
作
っ
た

資
料
を
作
る
の
に
大
い
に
役
立
っ
た
の
は
、
書

斎
に
重
ね
ら
れ
た
一
時
報
一
を
紐
解
く
こ
と
で

あ
っ
た
。
そ
の
際
、
昔
の
も
の
は
か
な
り
分
厚

く
、
新
島
先
生
や
同
志
社
草
創
期
の
記
事
が
多

い
と
感
じ
た
。
古
き
時
代
、
新
し
い
時
代
、

、し

ず
れ
に
も
偏
重
し
な
い
編
集
は
大
変
だ
。
し
か

し
、
『
時
報
』
は
す
で
に
「
同
志
社
カ
ラ
ー
」

が
定
着
し
て
い
て
、
頼
も
し
い
限
り
で
あ
る
。

(
兵
庫
県
・
田
中
康
稔
)

※
敬
称
略

'

「同志社とアーモスト_展
同志社大学の国際交流は、アーモスト大学との父流に始まります0
新島襄が留学(1867年から1870年)して以来の繋がりです0 宇
生や教職員の留学、研修に加えて、「同志社アーモスト館」 0932
年妙工)を拠点にさまざまな交流がなされてきました0 7回、両大
学間の太い緋を実感していただくために企画展を開催いたします0

<期問> 2005年4月1日(金)~2005年8月3]日0拘
日曜日およぴ<時問> 9:30~17:00 (日曜日は]000から、土

8月の平日は1600まで)

<会場> Neesim8 Room

(同羔社大学今出川キャンパス・ハリス理化学館部皆)
4月29日~5月5日、 8月15日~19臼、 8月の士'日曜日<閉室日>祝日、

<入場料>無料(事前申し込み不要)
Tel.075.251-3042<お問い合わせ先>同志社社史資料センター

Email:ルShasi@meil.doshishe.ec.JP

囲回團圏
第27回Neesima Room企画展

『同志社時報』ご愛読について
幅広く多くの方々に読んでぃただくために、 118号から購読料が無料(送料のみ必要)にょ
りました定期購読ですでにお支払いいただいた購読料は、送料に充当させていただきます0

.定期送付のお申し込みを受け付けています
またはお電話、 FAX、新規.継続の定期送付のお申し込みを受け付けています0 巻末はがき、

e、mai1で広報課までお知らせください0
時報発送時に改10月、 4月の年2回発行。送料 a冊につき切手200円)のみこ負担ください0

めて切手送付のお願いをさせていただきます

.バックナンバーのお申し込みも受け付けています
广報課まで巻末はがき、またはお電話、 FAX、 e・mai1でお知らせください在庫の有無につ'て
こ連絡いたします。

なお、本号より春季号の発行日付が、 4月1日に変更されました

.ご意見・ご感想をお聞かせください一見.ご感想.お問い合わせ.お申し込みは・・・

こ愆見.ー・蛾想.企画案をお寄せください。巻末""

FAX 075 (251) 3080こ意見.こ感想は、誌面に掲赦させていただく場電話 075(251)3120
ムがあります{掲城させていただい九場合、記念 e、mai!:ji、koho@meil.doshisha.ac.jp
Ⅲ、をお送りします)。

90

新島襄くアーモスト大学卒業
アルバム、 1870年>


